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1.背 景とねらい                       ｀

近年、連作年限の長期化に伴い、栽培土壌中の養分が富化する傾向にあり、車勢の過

繁茂による落果 (花)。 乱形果など障害果の麹 彰みく、品質 ・生産が安定する施肥管

理技術の確立が不可欠であるて,

特にピーマンでは、窒素の影響が大きいことが考えらな 堆願肥の多洪 窒素の多施

肥の現状では滅肥対策も含め、総合的な施肥管理技術の検討が必要である。

そこで、土壌養分が富化した固場における      に ついて成果か得られたので

参考に供する。

2.齢 の内容

1)収 穫期間全期を通じて、ECの 水準tよ 0。5-0。71S/cm程 度を目標に管理する。

( 表二1 、表- 2 、表- 3 )

2)ピ ーマンを連年作付けしている固場での窒素施用量tよ 10a当 たり元肥8 kg十追肥

8昭程度とする。 (表-1～ 表-3)

3)適 応地域   県 下全域 雨よけ作型

3.子諄革上の鞭

1)ECの 値がl ms/cm以上となった場合に、収穫後半において特に良果比率の低下と

乱形果の増加がみられ、収量・品質低下につながる傾向がみられるので注意する。

2)試 験を実施した固場は、ピーマン連作3年で収穫終了時のEC力 増.輸ycm以 上であ

った。

3)EC・ pHの 測定t去 土壌表面を除去した、臨郎深の値である。

4)固 場の耕起深t去 40cm前後を前提としているc.

4。 当該事項に力功 るヽ試顕研究課題略 (省略)

5 . 豹 ・劉 徹 )

6.議 の腰

試験区区名 柳 測 N 追 肥 N 蜘

関子区

改善 I区

改善正区

鯛

鯛

獅

1 . 5

0 。8

0 . 8

1.6

0。8

N03~N レ ベルを5～10mgに維持

P205 2.46

【20 1.92

- 7 3 -

施肥料はkg/a



表-1 時 期別収量

項目 良  果   (A)

鵬

( 5～6月)

中期収量

( 7～8月)

後期収量

(9-11月)

a当たり収量

(kか

収量比

慣 行 区

競 改善 I 区

改善正区

２

　

３

　

２

弱

７５

価

260。7

協1.0

師 .7

９

　

９

　

９

２‐９

郷

続

醐 . 8

財 。2

6 8 4 . 8

側

‐７

釘

１

　

１

　

１

慣 行 区

輔3改 善 I区

改善工区

58,0

46。3

52.4

郷 。3

248。6

冴1.8

184.8

240。5

2 0 6 。1

5 0 1 . 1

節 .4

硝OⅢ3

側

研

価

１

　

１

　

１

表-2 果 実の品質割合

項目 螺
仏

乱 形 果

(B)

着錦

果 (B)

黒 変 果 褐 変 果 博韓翼鶏 *

慣 行 区

輔2改 善 I区

改善工区

65.3

65。2

66。2

５

　

３

　

８

２

郷

２‐

２

　

７

　

３

９

　

８

　

９

1 。4

1 . 0

0 。9

1 . 7

1 . 4

1 . 8

0 . 1

0 。1

0 。1

慣 行 区

輔3改 善 I区

改善正区

１

　

５

　

３

６２

６９

７０

20,7

16.8

16.6

5 。0

4 . 3

4 . 6

４

　

５

　

０

１

　

１

　

２

9 。4

6 . 9

5 . 8

1 。4

1 . 0

0 。7

表-3 時 期別ECの 推移

慣行区

改善I区

改善工区

*障害果=尻 腐れ果十灰色かび病果

EC ttclR (S63)

6月  7月  8月  9

0 .価 0 . 8 9 1 . 2 9 1 . 1 1

0.49  0.55  0,71  0.65

0。2 8 0 . 4 7 0 . 6 8 0 .踊

EC nS/ctll(S磁 )

6月  7月  8月  9

0。92  0.48  0.75  0。45

0。7 2 0 . 3 8 0 . 6 5 0。3 8

0 . 6 6 0 .鏑 0 .騎 0 . 3 3
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